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Ⅰ はじめに 

本研究は、教師の授業力向上とネットワークに

関係する研究動向を整理し、教師のネットワーク

と授業力形成に関する研究の到達点と今後の発展

可能性を明らかにするものである。 

学力向上が叫ばれる中、教師の授業力は子ども

の学力を大きく左右するため、その向上が大きな

課題であることは明確である。 

また、教師の大量採用の時代を迎え、今後も増

加する若手教師の授業力を向上させることは学校

組織としての課題である。 

元来、教師は OJT を主とした力量形成を行って

きた。1980 年代以降、制度化されたフォーマルな

研修によって、教師の力量形成を促そうとしてき

た。2000 年には、現職教師の大学院修学休業と 10

年経験者研修について教育公務員特例法改正が行

われた。一方、法制度だけではなく、各都道府県

の取り組みも強化されている。初任者研修などの

法定研修だけでなく、教職大学院への進学、経過

年に応じた研修や校内研修を推進している。 

しかし、制度化された研修、子どもへの「指導」

と位置づけられ増加する仕事、多忙により教師の

プライバタイゼーション化(油布 1988)も、進行し

ており、教師が持つつながり、ネットワークは希

薄化してきているとも考えられる。日常の教職生

活の中に在って教師たちの発達と力量形成を支え

促してきたインフォーマルな“発達サポート機能”
の形骸化が進行したとの指摘(山崎 2012)もある。

同僚性を培うための試みも授業研究、学校研究な

ど、研究活動や様々な研修を通して進められてい

るが、毎年大幅に変わる職員構成や教員の世代間

ギャップなどもあり、学校での意思疎通や組織的

な教育力の発揮が難しくなっている（佐久間

2007）。教師の仕事が増える一方で、勤務時間内の

研修には限界があり、夜間や休日にも自主的に参

加できる研修を企画する自治体もある。 

一方、他の研究分野において、パーソナルネッ

トワークへの関心が高まっている。爆発的流行現

象を起こす口コミや SNS の力、コミュニティにお

けるソーシャルキャピタル、児童虐待や無縁死を

防ぐためのサートネットワークの在り方など、ウ

ェブ上から現実社会まで、多様な領域で関係を改

善、統制することで、現状打破や状況の改善がで

きないかと考える人々が増えてきている(安田、

2011)。それに伴い、社会ネットワークや複雑ネッ

トワークなどのネットワークへの注目がなされて

いる。社会ネットワークとは、きわめて社会学的

に表現すれば、他者に向けられた社会的行為をベ

クトルとして、エージェント＝アクターの問に社

会相互行為の集成的結果として、リンク集合とし

て形成される社会の動脈である(金光 2008)。複雑

ネットワーク研究は、近年、物理学や情報工学、

数学系の研究者が中心になって行っているネット

ワ一ク研究であり、社会ネットワークとは研究様

式の差はあるものの、近年広い分野で応用されて

いる概念である。 

そこで、本稿は、教師のネットワークから、授

業力形成の可能性を析出したい。教師が形成して

いる教師同士のネットワークに着目し、そのネッ

トワークをフォーマル、ノンフォーマル、インフ

ォーマルに分類し、整理する。 

本稿におけるフォーマルなネットワークとは、

法律上もしくは所属長の命令の下に行なわれる職
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務や、研修におけるネットワークである。授業力

形成に関係する研修について例をあげれば、管理

職の指導助言や校内研修、都道府県教育委員会な

どが主催する研修、初任者研修、10 年経験者研修、

地域の研修会、長期派遣研修、教職大学院への進

学などの影響によるものがある。また、ノンフォ

ーマルなネットワークとは、教師がフォーマルな

職務や研修とは別に勤務時間外に行う研修会、サ

ークル活動などから形成されるものがあげられる。

インフォーマルなネットワークとは、例えば、先

輩教師や同僚の日常的なアドバイス、児童生徒と

の交流、保護者との交流、家庭生活などから形成

されるものがあげられる。 

 

 

Ⅱ フォーマルな研修の影響 

１． 校内研修 

日本で校内研修として行われている授業研究が

レッスンスタディとして世界的に注目され、高い

評価を得てきた(片山 2009)。 

一方で、授業研究の定型化や硬直化などの問題

(稲垣 1996)、一握りの教師の授業公開と授業反省

会が行われているのみで、研修が形骸化している

(佐藤・佐藤 2003)ことなども指摘されている。 

また、村川(2005)はワークショップ型の研修方

法を理論化し、授業研究へと活用している。浦野

(2011)は、授業力向上をめざした校内研修におい

て、協同して授業実践を語り合うワークショップ

型校内研修、外部講師の活用が効果的であるとし

ている。校内研修は、小中学校の校内研修などに

おいては、参加型やワークショップ型と言われる

スタイルの協議が採用されるケースが増えている

（木原 2004）。ワークショップ型の研修スタイル

の導入の背景には、校内の教師同士のネットワー

クを繋ぐ役割が考えられる。 

授業研究の成果について、秋田・佐藤(2006)は、

直接的な教師の成長と、教師同士の関係変容によ

り、学校の中に教師同士が学び合う関係が形成さ

れることにあるとしている。また、研修会の満足

度と授業研究の頻度、教師同士の授業に関する日

常的な会話の量が相関を持っていること(秋田・佐

藤、2006)も明らかになっており、教師同士のネッ

トワークが強固なものになっていくことでの効果

が期待できると言えよう。 

當山(2010)が優秀教員を対象にした調査による

と、教育実践活動に密着する研修の評価が高いこ

とから、教師からの評価も得られていると言える

だろう。加えて、當山(2010)は、相互に学び合う

同僚性が校内研修の有効性を高めることを指摘し

ている。 

 

２． 校外研修 

 各自治体においては、教師の授業力形成のため、

初任者研修や 10 年経験者研修などの経年研修だ

けでなく、様々な研修を主催し実施してきた。ま

た、2007 年に教育職員免許法及び教育公務員特例

法の一部を改正に伴い、教員免許更新制の導入が

行われるようになった。さらに、各自治体におい

ては、現職教員対象の教師塾や教師道場などの自

主的に申し込みし、参加する形の研修を実行して

いる。 

このような自治体主体の研修における、授業力

向上に関する実態に関する研究は少ないが、自治

体や教育センターの報告や、主催する大学等の調

査(田上 2007)によると高い満足度であることが

報告されている。一方で、教師へのアンケート調

査による研究では、教師の感じる研修効果が薄い

こと(吉田 2004 など)が明らかになっている。山崎

(2012)によると、特に若手教師においては、研修

に参加することで得られた人的ネットワークが力

量形成に影響することが大きく、そのような面か

らも、校外研修がネットワーク形成に与える影響

は少なからずあると言えるだろう。 

 

 

Ⅲ ノンフォーマルな営み 

１． 教科や職務別による研修 

各教科での地域教師の研修会や、大学組織と連

携した組織や教職員組合の地方組織において研修

が行われ、その研修会を契機としてネットワーク

形成の可能性がある。勤務時間外に公的な場所で

行われるものもあり、現在まで、あまり研究がな

されなかった。 

當山(2010)の文部科学省の優秀教員を対象とし

た調査によると、職能開発の上で効果があった研

修として、自主研修、校内研修、校外研修の順に
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た調査によると、職能開発の上で効果があった研

修として、自主研修、校内研修、校外研修の順に

その評価が高く、自主研修の中でも、自主的組織・

サークル活動における評価が高いことが明らかに

なった。 

 志水(2012)は、香川県の教科別自主研修会の充

実に着目し、定期的な休日の開催と参加率の高さ、

下部組織との連携、県内での統一された動きによ

る授業改善が学力にも影響を及ぼしていると考え

ている。 

教科という枠組みではなく、職務という視点か

ら、川上(2013)は、学校管理職の参加する研修と

ネットワークについて研究を行っている。校長会

や教頭会によって、形成したネットワークを情報

交換や相談のほか、教育政策に関する学校間での

合意形成の場として機能させていたことや、日常

的な情報交換が行われていたことを明らかにして

いる。そのネットワークの持つ作用の正・負の影

響は、別途検討の余地があるとしながら、重要な

意味を持つことを指摘している。このことから、

教師の授業力形成に関する研修においても同様の

状況が発生する可能性も今後、検討していく余地

があると考える。 

 

２． メンタリング 

 同僚間での教え合いや学び合いに関する研究と

して、近年、メンタリングが注目されている。メ

ンタリングとは、経験を積んだ専門家が新参の専

門家の自立を見守り、援助することを意味してい

る(石川 2001)。複雑な問題に対し熟達教師が固定

的な枠組みで指導するのではなく、初任教師と熟

達教師が共に探求的なスタンスをとることが求め

られている(岩川 1994)。 

メンタリングは、初任者を含む若手教師を対象

に行われるケースが多い。教育実習生を対象にし

た研究(磯崎・磯崎・木原 2002)では、実習生と実

習校の指導教官間において、効果的なメンタリン

グが行われていないことが指摘されている。しか

し、メンタリングの可能性は大きく、メンターで

ある熟達教師にとっても、教師の仕事の難しさと

豊かさを見つめ直す機会になる（岩川 1994）。中

谷（2007）は、初任教師が熟達教師から授業実践

や日々の子ども達の対応を学ぶことにより自分な

りの実践的な指導力を身につけていくことを明ら

かにした。また木原(2004)は初任教師への先輩教

師の授業活動等に関わる助言・指導プロセスがメ

ンタリングと位置づけられ、効果の大きいことが

指摘している。 

初任教師を対象に授業に関するメンタリングに

ついては、(脇本・苅宿・八重・望月・酒井・中原

2010)初任教師が授業を行い、子どもの姿をもとに

した授業の振り返りを行うことが有効であるとし、 

メンタリング支援システム FRICA
(１)を開発した。

システムの導入により、対話内容が授業技術や理

論的なもの中心で、具体的な子どもの話がでてこ

ない、熟達教師の子どもの話が初任教師に伝わら

ない、振り返る子どもに偏りが出るという問題が

解決される効果が見られた。 

小柳(2013)は、ミドルリーダーをメンターとし、

教育実習生や若手教師を対象としたメンタリング

について、以下の点に言及している。１）新任や

若手教員に関わる雰囲気づくりを学校全体に作っ

ていくために、授業を柱に研究を進めようとして

いること、２）新任や若手教員が当面ぶつかる課

題や関心などを、１年の実践の時間軸に即して、

また得意不得意などを互いに明確にし、チームで

取り組むように位置付けていること（メンターが

関わる内容として）、３）メンターがお世話役で終

わらないように、若手・新任とメンターが互恵的

な関係になる仕掛けや工夫を管理職が意識してい

ることである。 

メンタリングを制度化し、校内研修の一部とし

て用い、若手教員の育成を行っている横浜市のメ

ンターチームの取り組みなどもあり、今後も校内

のネットワークを促進する役割としても拡大する

可能性があるだろう。 

 

 

Ⅳ インフォーマルなネットワーク 

１． 自主的な研修への参加 

 教師は自主研修を行政研修よりも高く評価し

ている（久冨 1995）。また、自主研修はライフコ

ース研究（稲垣ら 1988、山崎 2002）においても教

員の成長契機になっていることが証明されている。 

しかし、自主研修の実態を明らかにした研究は

少ない。ディプ・シャキャ（2009）は、自主研修

での教師の報告・討議内容の分析やインタビュー

を通して、授業に関する自主的なサークル活動が、

参加した教師にとって意義があるものであるとし
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た。民間の教育研究団体による研修において、学

習指導の面で効果があり、地域の枠を超えた出会

いや交流がネットワークの構築の機会となってい

る(當山 2010)。 

 

２． 校内での出会い 

徳舛・茂呂(2010)の小学校を対象に校内の相談

相手について研究した結果によると、対象校では

初任・若手段階の者が多くの相談相手を想定し、

ベテラン段階の教師は相談相手として多く選択さ

れた。さらに行為、活動、共同体の決定権を持つ

かという立場の問題でもあり、主任等に集中して

いた。また、学年内や最上級生の担任にも集中し

ており、役割や役職といった立場を媒介に相談一

被相談関係が成り立っていた。 

山崎（2002）は、教師の成長を支えたものの上

位に、学校内でのすぐれた先輩や指導者との出会

いを挙げている。さらに山崎（2012)は、初任期の

校内の先輩教師からの助言や、中堅教師が子ども

たちとの交流における変化とともに、職場の人間

関係が教育実践の質を高めることに影響している

としている。教師が校内で出会うことにより、校

内研修やメンタリングなどのシステムが確立され

ていない場合においても教員間のネットワークは

形成されると考えられる。教師がインフォーマル

な面での支えを必要としている実態（山崎 2012）

からもその形成の促進が望まれる。 

 

 

Ⅴ おわりに 

 本稿においては、教師の授業力形成に影響を及

ぼすネットワークに着目し、その契機から先行研

究の整理・分析を行った。 

 安田・石田(2001)によると相談ネットワークに

ついては構成者の属性が、また情報交換ネットワ

ークについてはネットワークの大きさが意識と強

い関係をもつ。相談ネットワークについては現在

の上司および部下という制度的に規定されたフォ

ーマルな関係が占める割合が高いほど、情報交換

ネットワークについてはネットワークの構成者数

が多いほど、従業員は高い職場意識をもつとされ

ている。そこで、本稿で取り上げた教師のネット

ワークに関する事象について、規模とフォーマル

な度合いについて図に示す。 

 

図 ネットワーク形成に影響を与える事象 

 

 インフォーマルな営みそのものから育まれるイ

ンフォーマルなネットワークだけでなく、フォー

マル・ノンフォーマルな研修や営みを契機として

育まれるネットワークについても、授業力形成に

影響を与える。後にインフォーマルな関係性へと

発展する可能性も含むものである。 

インフォーマルな営みの中にこそ、授業力やそ

の他の力量形成に影響を与える要因が多く含まれ

ていることが明らかになっているが、そのインフ

ォーマルな営みそのものを対象にした研究が少な

い。その効果については一定の成果が認識されて

いるものの、その内実については、明らかにされ

ていない部分が大きく、今後の課題である。 

また、実際に授業力がどのように形成されたの

かという検討のないまま、教師同士のやりとりや

その影響についての教師の評価などが分析されて

おり、授業力形成プロセスとの関係性や影響の検

討についても今後、研究が必要であろう。 

 

 

【注】 

 

（１）メンタリング支援システム FRICA（フリカ）

とは、授業で別の教師が子どもの撮影を行い、

フォーマル 
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授業後に振り返りでその映像を視聴しなが

ら対話を行えるシステムである。タブレット

PC で子どもを焦点化して撮影することがで

き、授業後には時系列、対象の子ども別にも

映像を視聴することができる。 
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